














要約:局長通知「母性、乳幼児の健康診査及び保健指導に関する実施要領」の昨年度の見

直しの要点をまとめた質問紙を作成し、日本小児保健協会の会員に郵送し、有効回答数 668

通、回収率 39.4%を得た。「父親の育児参加」、「母親の健康増進」、「乳幼児の事故防止」、

「有職の母親」等への相談、また、「救急診療体制」、「ボランティア組織の育成」、「健診

時間帯」、「健診未受診者の把握」等、地域社会への配慮がより多く望まれる。そして、ス

タッフのマンパワーを確保し、十分な研修の機会、保健所や医療機関等とのケースカンフ

ァランスの機会、市区町村や医師会等との話合いの機会をスタッフがもてるようにするこ

とや、二次、三次健診等のフォロー体制を強化することが、健診を向上させる意味で大切

である。


